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 第 18 回加齢皮膚医学研究会 
 会頭 鶴田 大輔 
 （大阪公立大学大学院医学研究科皮膚病態学） 
 
 

第 18 回加齢皮膚医学研究会の開催にあたって 
 

2022 年 8 月 20 日（土）～21 日（日）の 2 日間にわたり、大阪公立大学医学部 学舎 4 階 大講
義室におきまして、第 18 回加齢皮膚医学研究会を開催させて頂くことになりました。 

 
この度改定される予定である ICD-11 ではついに加齢は疾患の一つとなるようです。このため、

今後加齢皮膚医学は今後 AI に匹敵するホットな皮膚科学臨床・研究領域になり得る分野であると
考えます。 

 
今回の研究会では、加齢皮膚医学講座は、近畿大学医学部皮膚科学教室 大塚 篤司 先生に「高

齢者に生じたメラノーマに対する治療戦略」について、ヘアーアンドスキンクリニック 長井 正
壽 先生に「自毛植毛術による脱毛症治療の実際」についてご講演いただきます。また、例年通りロ
ート賞受賞記念講演に加え、共催セミナーと皆様よりご応募頂きました一般演題もございます。 
 
ウイルス感染症の状況が好転して、Face-to-Faceの学会が開催できればよいのですが、現状では

予断を許しませんので、Hybrid 開催を予定いたしております。 
 
地球温暖化に伴い、大阪の夏は暑くなることが予想されます。体調にはくれぐれもご留意いただ

き、熱い議論を楽しんで頂けましたらと思っています。多くの皆様のご参加を心からお待ち申し上
げます。 
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開 催 概 要 
 
会 期：2022 年 8月 20日（土）・21日（日） 
 
会 場：大阪公立大学医学部 学舎 4 階 大講義室 

〒545-8585 大阪市阿倍野区旭町 1-4-3 
TEL：06-6645-3826 

 
会 頭：鶴田 大輔（大阪公立大学大学院医学研究科皮膚病態学） 
 
事務局：大阪公立大学大学院医学研究科皮膚病態学 

事務局長 今西 久幹 
〒545-8585 大阪市阿倍野区旭町 1-4-3 
E-mail：kareihifu18@cs-oto.com 
https://cs-oto3.com/kareihifu18/ 

 
 

関 連 行 事 日 程 
 
1．世話人・幹事会 

日時：2022年 8月 21日（日）7:30～8:00 
会場：大阪公立大学医学部 学舎 11 階 会議室 

 
2．総会 

日時：2022年 8月 21日（日）9:10～9:25 
会場：大阪公立大学医学部 学舎 4 階 大講義室 

 
3．令和 4 年度 ロート賞授賞式 

日時：2022年 8月 20日（土）13:15～13:25 
会場：大阪公立大学医学部 学舎 4 階 大講義室 

 
4．令和 4 年度 ロート賞受賞記念講演 

日時：2022年 8月 20日（土）13:25～14:10 
会場：大阪公立大学医学部 学舎 4 階 大講義室 
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参 加 者 の 皆 様 へ 
 
1．参加受付 

日 時：8 月 20 日（土）9:45～16:30 
8 月 21 日（日）7:45～11:00 

場 所：大阪公立大学医学部 学舎 4 階 大講義室前 
参加費：5,000 円（現金のみ） 
 
ハイブリット（現地／WEB）開催に伴い、事前参加登録にご協力ください。本会HP「事前
参加登録」より 8 月 12日（金）までにご登録ください。 
尚、WEB 配信には Zoom ウェビナーを使用いたします。 

 
2．プログラム・抄録集 

会員及び 8 月 12 日（金）までに予め参加登録をお済ませになった方へ事前郵送させていただ
きます。当日の現地会場へご来場される場合は、必ずご持参ください。 
追加でのご購入を希望される場合は 1部 1,000 円にて販売させて頂きますが、数に限りがご
ざいますので、予めご了承ください。 

 
3．参加証及び参加費領収書 

当日の現地会場にご来場の場合は、参加受付にてお渡しさせて頂きます。ネームカードを兼
ねておりますので、会場内ではネームカードホルダーに入れて首から下げてください。 
WEB ご参加の場合は、会期終了後、郵送させて頂きます。 

 
4．単位受付 

【学会認定専門医制度】 
受付での記帳により、後実績参加証（6単位）をお渡しさせて頂きます。 
受付時間：8 月 20 日（土）9:45～16:30 

8 月 21 日（日）7:45～10:00 
 

【機構認定専門医制度（新専門医制度）】 
加齢皮膚医学講座の受講により最大 2 単位取得可能です。 
受付時間：8 月 21 日（日）9:00～10:45 

 
※新専門医制度の聴講単位が付与されるためには、各講演の開始 30 分前から開始後 15分ま
でに受付を完了していただく必要があります。途中退席をした場合は聴講単位が認められ
ない場合があります。 

 
※WEB 参加の場合は、Zoom 視聴ログの入室から退室までの滞在時間でもって受付いたしま
す。このログは当日の Zoom ウェビナーURL にアクセスした時とアクセスを切断して終了
した際に記録されます。 
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5．その他 

・会場内では、携帯電話の電源を切るか、マナーモードに設定ください。 
・許可のない掲示、展示、印刷物の配布、録音、写真撮影、ビデオ撮影、配信データの保存
は固くお断りいたします。 

・モーニングセミナー、ランチョンセミナーでご提供する料飲には数に限りがございますの
で、予めご了承ください。 

・会場内にクロークのご用意はございません。 
・本年の懇親会は開催中止とさせて頂きました。 
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演 者 の 皆 様 へ 
 
1．ご講演時間 

加齢皮膚医学講座講演 講演 60分（質疑応答含む） 
ロート賞受賞記念講演 講演 12分／質疑応答 3分 
一般演題 発表 7 分／質疑応答 3 分 
症例報告 発表 5 分／質疑応答 3 分 
＊時間厳守にご協力ください。 
＊発表の 10 分前までに、次演者席に（会場内左側前方）にお越しください。 

 
2．発表データ受付 

日 時：8 月 20 日（土）9:45～17:40／8 月 21日（日）7:45～11:20 
場 所：講演会場内 PCオペレーター席 
※ご発表 20 分前までにデータ登録ならびに外部出力の確認をお済ませください。 
 
・発表データのファイル名は、指定演題の方は「セッション名_演者名」とし、一般演題の方
は「演題番号_演者名」としてください。 

・発表データに他のデータ（静止画・動画・グラフ等）をリンクさせている場合は、必ず元
データも保存し、事前に他のパソコンでの動作確認を行ってください。万が一、リンク先
が開かない、動画が動かないなどの不具合が発生した場合は、自己責任のもと割愛いただ
き進行してください。 

・発表スライドの 1 枚目に、表題をつけてください。 
・2 画面設定（デュアルモニタ）は使用できません。 
・演台上には、モニター、キーボード、マウスをご用意いたします。ご登壇いただくと最初
のスライドが表示されますので、その後の操作は各自で行ってください。 

・会場内でご発表いただく際、WEB 配信を伴う為、発表者ツールとレーザーポインターはご
利用いただけません。 

 
◎メディアをご持参される方 
当日の会場では下記使用の PC を準備しております。 
・オペレーションシステム：Windows 10 
・アプリケーションソフト：Microsoft Power Point 2013、2016、2019 
・フォントは文字化け、レイアウト崩れを防ぐために標準フォントを推奨いたします。 
・スライドサイズはワイド画面（16:9）を推奨いたします。（標準 4:3 にも対応いたします。） 
・作成に使用された PC以外でも必ず動作確認を行ってください。 
・発表データは終了後、事務局で責任を持って消去いたします。 
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◎PC 本体をお持ちになる方 
・Mac でデータ作成した場合や動画、音声データを含む場合は、ご自身の PC をお持込みく
ださい。 

・映像接続ケーブルは、D-sub15 ピン（ミニ）、またはHDMI を準備いたします。上記以外
の出力端子の場合は、ご自身で変換アダプターをご用意ください。 

・電源アダプターは必ずご準備ください。 
・動画ファイルの拡張子は、「.wmv」「.mp4」に対応いたします。 
動画ファイルを本体の液晶画面に動画が表示されても、PCの外部出力に接続した画面には
表示されない場合があります。実際にお持ちいただく PC の外部出力をモニターまたはプロ
ジェクターに接続してご確認ください。 

・バッテリー切れになることがございますので、電源アダプターを必ずご用意ください。 
・無線 LAN 機能、スクリーンセーバー、省電力設定、ウイルスソフトなどのタスクスケジュ
ール、ログオフ設定など、発表の妨げになる設定はご自身であらかじめ解除をお願いいた
します。PC 受付での設定はいたしかねますのでご了承ください。また、これらの機能によ
り、発表に支障をきたした場合、事務局では責任を負いかねますのでご了承ください。 

 
【WEB 参加の場合】 
音声入りの動画データを作成し、事前にご提出頂くお願いとなります。 
WEB での参加をご連絡いただきましたら、運営事務局より詳細をご案内させて頂きます。 

 
【その他】 
・日本皮膚科学会 COIガイドラインに準じて、1 枚目のスライドに COI 申告を掲載の上、デ
ータを作成してください。 

・症例報告から一般演題への変更は承りかねます。 
 
3．当日の質疑応答ご対応方法 

当日の現地会場にご来場頂ける場合は、講演会場内の演台にご登壇いただき、質問者にご対
応ください。 
WEB ご参加の場合は、Zoom ウェビナー越しにご対応いただきますので、運営事務局より詳
細をご案内させていただきます。 
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プ ロ グ ラ ム 
 
11 日日目目  22002222 年年 88 月月 2200 日日（（土土））  

 
1100::3300～～1100::3355  開開会会式式  

  
1100::3355～～1111::1155  一一般般演演題題 11  
  
 座長：谷崎 英昭（関西医科大学皮膚科学講座） 
  
 11.. （（一一般般））姑姑息息的的切切除除をを行行っったた乳乳房房外外パパジジェェッットト病病のの予予後後にに関関すするる検検討討  

 瀬尾 拓志（せお たかし）、北村 真也、柳 輝希、前田 拓哉、氏家 英之 
 （北海道大学大学院医学研究院皮膚科学教室） 
  

 
22.. （（一一般般））MMCCPPyyVV 皮皮膚膚定定量量にによよりり原原発発巣巣自自然然消消退退をを考考ええたた  

メメルルケケルル細細胞胞癌癌リリンンパパ節節転転移移のの 11 例例  

 
木戸 一成 1（きど いっせい）、角野 貴應 1、佐野 ほづみ 1、中島 英貴 1、 
橋田 裕美子 2、大畑 雅典 2、佐野 栄紀 1 

 （1高知大学 皮膚科、2高知大学 微生物学） 
  
 33.. （（一一般般））紫紫斑斑、、色色素素沈沈着着をを呈呈ししたた芽芽球球性性形形質質細細胞胞様様樹樹状状細細胞胞腫腫瘍瘍のの 11 例例  

 
髙田 満喜 1（たかだ まき）、則川 菜摘 1、山本 俊幸 1、岡 佑香 2、 
橋本 優子 2 

 （1福島県立医科大学医学部皮膚科学講座、2福島県立医科大学医学部病理病態診断学講座） 
  

 
44.. （（一一般般））集集学学的的治治療療でで制制御御ししてていいるる BBRRAAFF 野野生生型型超超高高齢齢転転移移性性  

悪悪性性黒黒色色腫腫のの 11 例例  

 
黒神 祐 1（くろかみ ゆう）、山下 千佳紗 1、外村 香子 1、清原 英司 1、 
石塚 洋典 1、種村 篤 1、藤本 学 1、東原 大樹 2 

 （1大阪大学 皮膚科、2大阪大学 放射線科） 
    

1111::2255～～1111::5555  一一般般演演題題 22  
  
 座長：大磯 直毅（近畿大学奈良病院 皮膚科） 
  
 55.. （（一一般般））乳乳房房外外パパジジェェッットト病病ににおおけけるる cciirrccuullaattiinngg  ttuummoorr  DDNNAA のの臨臨床床的的意意義義  

 梶原 一亨（かじはら いっこう）、澤村 創一郎、田中 憲一郎、福島 聡 

 （熊本大 皮膚科） 
  

 
66.. （（一一般般））UUVVAA 照照射射ヒヒトト線線維維芽芽細細胞胞ででののヒヒアアルルロロンン酸酸分分泌泌減減少少のの  

細細胞胞内内シシググナナルル伝伝達達メメカカニニズズムム  

 芋川 玄爾（いもかわ げんじ）、寺澤 周子、高田 真理子 
 （宇都宮大バイオサイエンス研究教育センター） 
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 77.. （（一一般般））触触覚覚のの鈍鈍化化がが皮皮膚膚状状態態とと関関わわるる可可能能性性  

 
高橋 理子（たかはし みちこ）、富岡 里佳子、伊藤 千尋、谷澤 佳奈、 
石渡 潮路、桜井 哲人 

 （株式会社ファンケル 総合研究所） 
  
1122::0055～～1133::0055  ラランンチチョョンンセセミミナナーー11                                                            共催：マルホ株式会社  
  
 座長：鶴田 大輔（大阪公立大学大学院医学研究科 皮膚病態学） 
  
 乾乾癬癬ににおおけけるるママククロロフファァーージジ細細胞胞のの活活性性化化とと抗抗老老化化ホホルルモモンン KKllootthhoo  

 大阪公立大学大学院 医学研究科 皮膚病態学  中井 浩三（なかい こうぞう） 
  
1133::1155～～1133::2255  第第 1166 回回ロローートト賞賞授授賞賞式式  
  
 プレゼンター：神保 孝一（皮膚病総合医学研究所） 
  
1133::2255～～1144::1100  ロローートト賞賞受受賞賞記記念念講講演演  
  
 座長：神保 孝一（皮膚病総合医学研究所） 
  
 11..  加加齢齢にによよるる皮皮膚膚ケケララチチノノササイイトトのの遺遺伝伝的的再再構構築築  

 京都大学大学院医学研究科・医学部 皮膚科学教室  石田 雄大（いしだ よしひろ） 
  

 
22..  オオルルガガノノイイドド技技術術をを応応用用ししたた露露光光部部皮皮膚膚癌癌にに対対すするる  

免免疫疫反反応応をを評評価価すするるシシスステテムムのの確確立立  

 千葉大学大学院医学研究院皮膚科学  猪爪 隆史（いのづめ たかし） 
  

 
33..  悪悪性性黒黒色色腫腫ととメメルルケケルル細細胞胞癌癌にに対対ししててのの細細胞胞内内糖糖代代謝謝阻阻害害にによよるる  

ががんん免免疫疫療療法法効効果果のの増増強強  

 名古屋市立大学大学院医学研究科 加齢・環境皮膚科学  中村 元樹（なかむら もとき） 
   

1144::2200～～1155::2200  ススイイーーツツセセミミナナーー                                            共催：ヤンセンファーマ株式会社  
  
 座長：鶴田 大輔（大阪公立大学大学院医学研究科 皮膚病態学） 
  
 乾乾癬癬のの慢慢性性炎炎症症とと高高齢齢化化  

 横浜市立大学大学院 医学研究科 環境免疫病態皮膚科学  山口 由衣（やまぐち ゆきえ） 
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1155::3300～～1166::0055  一一般般演演題題 33  
  
 座長：大霜 智子（大阪公立大学大学院医学研究科 皮膚病態学） 
  

 
88.. （（症症例例））ババララシシククロロビビルルのの不不適適切切内内服服にによよりり高高齢齢者者にに生生じじたた  

ddrruugg  rreeaaccttiioonn  wwiitthh  eeoossiinnoopphhiilliiaa  aanndd  ssyysstteemmiicc  ssyymmppttoommss（（DDRREESSSS））  

 
北山 祥平（きたやま しょうへい）、虎井 僚太郎、古川 史奈、牧野 輝彦、 
三澤 恵、清水 忠道 

 （富山大学学術研究部医学系皮膚科学） 
  
 99.. （（症症例例））高高齢齢乾乾癬癬患患者者にに対対すするる生生物物学学的的製製剤剤使使用用のの検検討討  

 山口 さやか（やまぐち さやか）、小濱 望、宮城 拓也、高橋 健造 
 （琉球大学皮膚科） 
  
 1100.. （（症症例例））アアダダパパレレンン外外用用がが奏奏功功ししたた FFaavvrree--RRaaccoouucchhoott 病病のの 11 例例  

 
濱口 麻衣（はまぐち まい）、細本 宜志、大原 裕士郎、中嶋 万季、 
山田 秀和、大磯 直毅 

 （近畿大学奈良病院） 
  
 1111.. （（症症例例））CCOOVVIIDD--1199 ワワククチチンン接接種種後後にに皮皮疹疹がが増増悪悪ししたた水水疱疱性性類類天天疱疱瘡瘡のの 11 例例  

 
本田 えり（ほんだ えり）、石井 文人、武藤 一考、古賀 浩嗣、 
名嘉眞 武國 

 （久留米大学医学部皮膚科） 
  
1166::0055～～1166::3300  一一般般演演題題 44  
  
 座長：加茂 理英（医療法人藤井会 香芝生喜病院 副院長） 
  
 1122.. （（症症例例））胸胸部部かからら右右肩肩関関節節へへ連連続続すするる膿膿瘍瘍をを呈呈ししたた皮皮膚膚腺腺病病のの 11 例例  

 
北内 裕里恵 1（きたうち ゆりえ）、増井 友里 1、古橋 一樹 2、島内 隆寿 1、
紫藤 洋二 3、藤山 俊晴 1、伊藤 泰介 1、本田 哲也 1 

 
（1浜松医科大学皮膚科学講座、2浜松医科大学内科学第二講座（呼吸器内科） 、 

3浜松医科大学整形外科学講座） 
  
 1133.. （（症症例例））高高齢齢者者にに生生じじたた頭頭部部血血管管肉肉腫腫 1100 例例ののままととめめ  

 小畑 文佳（おばた あやか）、浅野 伸幸、下村 裕 
 （山口大学大学院医学系研究科皮膚科学講座） 
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1144.. （（症症例例））顔顔面面にに発発症症しし、、急急速速にに進進行行ししたた芽芽球球性性形形質質細細胞胞様様樹樹状状細細胞胞腫腫瘍瘍のの  

一一例例  

 
東本 美柚 1（ひがしもと みゅうず）、中井 浩三 1、貝阿弥 瞳 1、久野 雅智 2、 
北辻 千展 2、西本 光孝 2、日野 雅之 2、林 恵理子 1、大迫 順子 1、 
大澤 雅彦 3、鶴田 大輔 1 

 
（1大阪公立大学大学院医学研究科皮膚病態学、 

2大阪公立大学大学院医学研究科血液腫瘍制御学、 
3大阪公立大学大学院医学研究科診断病理・病理病態学） 

   

1166::4400～～1177::4400  イイブブニニンンググセセミミナナーー                                                  共催：株式会社 JIMRO  
  
 GGPPPP・・PPssAA へへのの GGMMAA 治治療療のの可可能能性性 
 座長：中井 浩三（大阪公立大学大学院医学研究科皮膚病態学講座）  
  
 膿膿疱疱性性乾乾癬癬にに対対すするる GGMMAA のの役役割割  〜〜実実臨臨床床のの使使用用経経験験かからら〜〜  

 野田阪神駅前いまい皮フ科小児皮フ科アレルギー科  今井 康友（いまい やすとも） 
 乾乾癬癬性性関関節節炎炎のの診診療療ににおおけけるる GGMMAA のの位位置置づづけけ 

 自治医科大学皮膚科学  小宮根 真弓（こみね まゆみ） 
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22 日日目目  22002222 年年 88 月月 2211 日日（（日日））  

 

88::0000～～99::0000  モモーーニニンンググセセミミナナーー                                              共催：サンファーマ株式会社  
  
 座長：荒井 利恵（大阪済生会中津病院） 
  
 イイルルミミアアっってて何何、、今今更更生生物物学学的的製製剤剤がが増増ええるるイイミミアアルルのの？？  

 関西医科大学 皮膚科学講座  山﨑 文和（やまざき ふみかず） 
   

99::1100～～99::2255  総総会会  

    

99::3300～～1100::3300  加加齢齢皮皮膚膚医医学学講講座座 11                                                    
  
 座長：鶴田 大輔（大阪公立大学大学院医学研究科 皮膚病態学） 
  
 高高齢齢者者にに生生じじたたメメララノノーーママにに対対すするる治治療療戦戦略略  

 近畿大学医学部皮膚科学教室  大塚 篤司（おおつか あつし） 
    

1100::3300～～1111::3300  加加齢齢皮皮膚膚医医学学講講座座 22                                                    
  

 
座長：小澤 俊幸（大阪公立大学大学院医学研究科 

薬物生理動態共同研究部門） 
  
 自自毛毛植植毛毛術術にによよるる脱脱毛毛症症治治療療のの実実際際  

 ヘアーアンドスキンクリニック  長井 正壽（ながい まさひさ） 
    

1111::4400～～1122::4400  ラランンチチョョンンセセミミナナーー22                                    共催：日本イーライリリー株式会社  
  
 座長：今西 久幹（大阪公立大学大学院医学研究科 皮膚病態学） 
  

 
ククリリニニッッククににおおけけるる今今後後ののアアトトピピーー性性皮皮膚膚炎炎治治療療  

〜〜ババリリシシチチニニブブのの使使用用経経験験をを踏踏ままええててのの適適正正使使用用〜〜  

 武岡皮膚科クリニック  武岡 伸太郎（たけおか しんたろう） 
    

1122::4400～～1122::4455  閉閉会会式式・・次次期期会会頭頭挨挨拶拶  
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